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Ⅰ．はじめに
日常的な運動の継続は，健康の保持増進や健やかな心
身の育成につながり，現在及び将来の生活を健康で活力
に満ち溢れたものにする（文部科学省，2009）。体育授業
では，実生活や実社会の中などで卒業後においても継続
的な運動を営むことができるようにすることを目指し
（文部科学省，2009），そして教師には日常的な運動行動
が習慣化された運動実践者の育成が求められている。
しかし，発達段階における子どもの身体活動量は年齢
が高まるにつれて低下する傾向があり（森田・戸部，
2005；Sallis et al., 2000），特に15歳から16歳ごろを境に著
しく低下すること（Telama and Yang, 2000）や，運動実施
に対する動機づけ（上地ほか，2012），学習意欲（西田，
2004）が成長に伴って低下することが指摘されている。
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保育記録による園内研修と保育への振り返り
―選抜研修がもたらす保育者の変容と園内への学びの広がり―
Training by Episode Recording and its Reflecting on Early Childhod Practice in On-
site Meting
橋 川 喜美代＊
HASHIKAWA Kimiyo
本研究は，幼稚園教諭と保育所保育士合同の交流研修において実施した選抜研修が保育者個人や園内の保育にもたらす
影響について解明するものである。合同の交流研修を通して指導したラーニング・ストーリーによる記録の採集は保育者
に，子どもが熱中・挑戦する姿とそれを支援する保育者の関わり方を省察させ，子どもへの共感的まなざしをもたらした。
選抜研修で採取した保育記録に基づいた園内研修を通して，幼稚園教諭のみならず，保育所保育士たちは①保育者のかか
わりと子どもの活動の一連の流れ，その過程における成果をつぶさに採取することの必要性，②保育者間の学び合いが子
ども理解の共有と保育の質を保証する保育者の成長を生み出す契機となることの認識，を園内に広げた。
キーワード：園内研修，ラーニング・ストーリー，保育の振り返り
Keywords：on-site meting, Learning Story, reflecting on early child hodpractice
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本研究の目的は，動機づけ雰囲気と計画的行動理論（態度，主観的規範，統制感，意図，行動）との関連について検討
することである。そのため，本研究では，体育授業における動機づけ雰囲気（成績雰囲気，協同雰囲気及び熟達雰囲気）
が心理的概念（態度，主観的規範，統制感），意図，行動に影響を与えるというモデルを構成した。高校生466名（平均年
齢16.6±0.5歳：男子233名，女子233名）に対して，体育における動機づけ雰囲気測定尺度，計画的行動理論を構成する尺
度（運動行動に対する態度尺度，主観的規範尺度，行動の統制感尺度，行動意図尺度，運動行動尺度）について調査した。
分析の結果，モデルの適合度指標は，すべての指標において適合が良いと判断され，モデルの妥当性が認められた。男子
の運動行動を促進するためには，熟達雰囲気と協同雰囲気を強調する体育授業が有効的であった。女子の運動行動を促進
するためには，協同雰囲気を強調する体育授業が有効的であった。以上のことから，男子および女子の両方が体育授業に
おける協同雰囲気の重要性を示す結果となった。
The purpose of this study was to examine the relationships among perceived motivational climates for physical education and the
Theory of Planned Behavior (TPB: attitude, subjective norms, perceived behavior control, behavioral intention and physical activity
behavior) on senior high school students. Our basic study model was that the presence of three motivational climates in physical
education classes (performance climates, mastery climates and co-operation climates) would promote psychological concepts
(attitude, subjective norms and perceived behavior control), and they would promote behavioral intention and physical activity
behavior. The sample comprised 466 senior high school students (mean age =16.6±0.5years, male: 233, females: 233). The measures
used in this study included a questionnaire on motivational climates in physical education (The performance climates, mastery climates
and co-operation climates) and Theory of Planned Behavior constructs (The scale assessing attitude for physical activity, the scale
assessing subjective norms, the scale assessing perceived behavior control, the scale assessing behavioral intention and the scale
assessing physical activity behavior). The simultaneous multi-population analysis demonstrated the validity of the study model for both
male students and female students. Furthermore, the results of this study suggested the following processes: (1) To promote a physical
activity of male students, it was effective for teachers to enhance mastery climate and co-operation climate in physical education
classes. (2) To promote a physical activity of female students, it was effective for teachers to enhance co-operation climate in physical
education classes. In conclusion, both male students and female students indicated important the co-operation climate in physical
education classes.
キーワード：達成目標理論，計画的行動理論，体育授業
Keywords：Achievement Goal Theory, Theory of Planned Behavior, physical education class
これらの知見から，運動継続を妨げる問題は高校生ごろ
を境とし増加することが予想される。一方で高校生の間
に日常から運動を取り入れている者には，運動を継続す
る基盤がつくられており，高校卒業後の活発な運動実施
が期待される（森田・戸部，2005）。そのような運動継続
の基盤は，運動やスポーツについて学んできた体育授業
によって作られているという指摘もある（麓・今，2005）。
このことから日常的な運動行動を促進する一つの手がか
りとして高校体育授業に着目することは重要であり，そ
の中で，どのような体育学習環境を設定することが継続
的な運動実践者の育成に有効なのかを検討することが必
要であろう。
前述のような学習環境の様相の違いについて検討する
際に用いられる理論として達成目標理論（Dweck, 1986）
が注目されている。これは勉学やスポーツなどの達成場
面において個人が達成しようとする目標の持ち方（成績
目標と熟達目標）によって，その後の行動，認知，感情
などに異なる影響を与えるというプロセスの違いを説明
する理論である。この達成目標理論に着目した体育授業
研究では，生徒が有する個人の目標以外に，動機づけ雰
囲気と呼ばれる教師やクラスメイトなど学習環境要因が
有する目標があり，個人の目標の持ち方や学習動機に異
なる影響を与えることが報告されている（伊藤ほか，
2013）。この動機づけ雰囲気には，成績雰囲気（能力に価
値が置かれ，他者を基準とした結果や評価を重視する雰
囲気）と熟達雰囲気（努力に価値が置かれ，自己を基準
とした進歩やそれに至るプロセスを重視する雰囲気）の
２つの側面（Ames and Archer, 1988；Papaioannou, 1994）
に加えて，班学習やグループ学習が活発に行なわれる体
育授業の特性を反映した協同雰囲気も確認されている
（伊藤ほか，2013）。
体育授業における動機づけ雰囲気研究では，これら様
相の異なる学習雰囲気の捉え方が生徒の体育授業に対す
る好意的態度（中須賀ほか，2014）やスポーツに対する
肯定的・否定的な結果予期（中須賀ほか，2015），児童の
体育授業における学習方略（伊藤ほか，2013）や楽しさ・
不安（Liukkonen et al. , 2010）など体育授業で児童や生徒
に身につけさせたい様々な要因に正もしくは負の影響を
与えることが確認されている。また，これらの研究は，
変数間に連続的な関連を想定したモデルを設定し，検証
することによって，体育学習場面における集団への指導
法や学習環境づくりといった視点から教育現場に有益な
情報を提供している。
ところで，これまでにも運動実践者の育成を目的に運
動行動を促す体育学習場面の動機づけ雰囲気について検
討している研究はいくつか確認されている。例えば，中
学生を対象に体育授業における動機づけ雰囲気と運動行
動との関係について検討している研究では，体育授業で
の成績雰囲気よりも熟達雰囲気の方が授業間の休み時間
に身体活動をしてみようという意図を高めていること
（Standage et al. , 2003；Sproule et al. , 2007）や，熟達雰囲
気および成績雰囲気ともに運動実施に対する相対的な認
知的評価を高めること（中須賀，2013）が明らかにされ
ている。また，藤田・杉原（2007）は，大学生を対象に
高校時代の体育授業で経験した動機づけ雰囲気と現在の
運動実施との関係について検討しており，過去の体育授
業において熟達雰囲気を感じていることが活発な運動実
施につながることを報告している。これらの研究は，体
育学習場面において教師やクラスメイトがつくりだす学
習雰囲気の認知と運動行動を促す要因は密接に関連して
いる可能性を示唆するものであり，日常的な運動実施を
促す体育授業の有様について有益な知見を提供してい
る。一方で，実際の体育授業外における身体活動量や将
来的な運動行動に係る変数が含まれていないことや過去
に遡った回顧データではなく高校生から得た調査データ
に基づく検討が必要になることなどいくつかの検討課題
を残している。これらのことから，生涯スポーツ促進に
重要な時期と推測される高校生を対象に，体育授業にお
ける動機づけ雰囲気とより厳密に運動行動を予測するこ
とができる変数との関係について検討していく必要性が
うかがえる。
これまで運動行動予測に関して，Bandura（1977）の社
会的認知理論，Fishbein and Ajzen（1975）の合理的行為理
論，Prochaska and DiClemente（1983）のトランスセオレ
ティカル・モデルなど多くの理論やモデルが提案されて
いるが，その中でも個人が運動行動に取り組む可能性が
どの程度あるのかを高い説明力をもって予測することが
できることを証明している有力な理論の一つに Ajzen
（1985）の計画的行動理論があげられる（Godin, 1993,
1994；Blue, 1995；Hausenblas et al., 1997）。この理論では，
行動遂行に対する感情や評価といった側面である態度，
自分が行動することを他者がどのようにみているかとい
う信念である主観的規範，行動遂行が易しいか難しいか
という知覚を意味する行動の統制感の３つの心理的概念
と行動しようとする意図（行動意図）から行動の遂行可
能性を予測しようというものである（橋本，2005，2010，
2012）。本理論を社会人ならびに大学生の運動行動予測
に援用した研究では，調査開始から２週間後（Norman
and Conner, 2005），３週間後（Bozionelos and Bennet, 1999）
といった数週間先の運動行動から１ヵ月半後（橋本，
2003），２ヵ月後（Mok and Lee, 2013），さらには６ヵ月
後（Norman et al., 2000）といった数ヵ月先の運動行動を
予測している。また社会人や大学生の他にも，児童や生
徒の運動行動を予測することにも適しており（Mummery
et al., 2000；Hagger et al., 2001），幅広い年齢層に対応さ
せることができる理論と言える。ところで，前述したよ
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うに計画的行動理論では，態度，主観的規範，行動の統
制感の3変数によって行動意図や運動行動を予測するこ
とはできるが，そこで取り扱われる各変数がどのような
要因によって高まるのかは言及できていない。その課題
に着目し，様々な先行要因と計画的行動理論の変数間の
関係を検討することによって，運動行動に至るまでの連
続的なプロセスを解明しようとする研究も行なわれてい
る。例えば，Courneya and McAuley（1995）は，運動教室
に通う者を対象に，そこでのソーシャルサポートや凝集
性といった周囲（他者）との関係性を示す社会的変数が
計画的行動理論の各変数にどのような影響を与えるのか
について検討している。その結果，社会的変数が態度や
行動の統制感に影響を与え，その後の運動行動が継続す
ることを予測している。また Hagger et al.（2003）は，中
学生を対象に，体育授業場面における自己決定理論に基
づく内発的・外発的動機づけといった個人内目標に係る
認知的変数が計画的行動理論の各変数に与える影響を検
討しており，内発的動機づけが態度と行動の統制感に影
響を与え，それらが体育授業外の活発な運動行動を促進
することを確認している。しかし，これらの研究では，
前者は運動行動促進の目的が運動教室の継続者増加にあ
り，学校教育に直接関連する示唆とは言い難いこと，ま
た後者は生徒に内在する外発・内発的動機づけといった
個人内要因にのみ着目しており，授業展開につなげる示
唆を十分に言及できないという課題を挙げることができ
る。つまり，先にも述べた体育学習を通して生徒に身に
付けさせたい様々な要因に，体育授業での教師やクラス
メイトが有する目標の在り方といった動機づけ雰囲気と
計画的行動理論に基づく運動行動との関係を調べた研究
は見受けられず，運動行動を促す体育授業の有様につい
て検討の余地は十分にあると言える。また動機づけ雰囲
気の基礎となる達成目標理論の基本的な考え方に従え
ば，採択した目標によってその後の行動，認知，感情が
影響を受けるとされており（宮本・奈須，1995），ここで
扱う計画的行動理論における感情や評価，信念に基づく
態度や規範，行動遂行な難易度認知を示す統制感，そし
て行動といった各変数との近似性を踏まえると，動機づ
け雰囲気が計画的行動理論に影響を与えるという関連性
を予測することは可能な範囲であると思われる。このよ
うに体育授業における動機づけ雰囲気を計画的行動理論
の各変数の先行要因として位置づけ，その関係について
検討することは，授業外の運動行動の維持・継続をねら
いの一つとしている体育学習場面の授業雰囲気づくりに
有益な知見を提供することが期待できる。
以上のことから，本研究では，体育授業における動機
づけ雰囲気と計画的行動理論の各変数を包括した仮説モ
デル（図１）を設定し，そのモデルの妥当性について検
証することを目的とした。
図１ 動機づけ雰囲気と計画的行動理論の関係
行動の統制感
Ⅱ．方法
１．調査協力者
調査協力者は，公立高校１校の生徒476名であった。
欠席者及び調査票への回答データに欠損があったもの10
名を除いた有効回答者数は，466名（有効回答率97.9%，
男子233名，女子233名，平均年齢16.6±0.5歳）であった。
２．調査時期
平成27年２月から３月に調査を実施した。
３．調査内容
体育授業における動機づけ雰囲気測定尺度
動機づけ雰囲気を測定する尺度には，伊藤ほか（2013）
の体育授業における動機づけ雰囲気測定尺度を用いた。
これは，磯貝ほか（2008）が作成した尺度に再分析を行
い，熟達雰囲気（６項目），成績雰囲気（６項目），さら
に協同雰囲気（６項目）からなる合計18項目の測定尺度
である。回答方法は，各項目について「よくあてはまる」
（５点）から「全く当てはまらない」（１点）の５段階に
よって評定するよう求めた。
計画的行動理論における各変数の尺度
計画的行動理論における各変数（運動行動に対する態
度，主観的規範，行動の統制感，行動意図，運動行動）
の測定には，橋本（2003，2010）が開発した尺度を用い
た。
①運動行動に対する態度尺度は「運動やスポーツ活動を
するとしたら，どのような気持ちになりますか」とい
う設問に対して悲しい－嬉しい，暗い－明るい，苦し
い－楽しいなどの形容詞対８項目であった。回答は
「非常に」，「やや」，「どちらともいえない」の５段階で
あり，最も否定的な感情を１点とし，順次好意度が高
くなるにしたがい２点，３点，４点，５点を付与した。
８項目の合計得点を算出し，態度得点とした。
②主観的規範は「あなたが運動やスポーツ活動をすべき
だと思っている」という項目の冒頭に「あなたの家族
は」，「あなたの親友は」，「あなたの先輩・後輩は」を
それぞれ加えた３項目であった。回答は「全くそう思
わない（１点）」から「非常にそう思う（５点）」の５
段階であり，３項目の合計得点を算出し，それを主観
的規範得点とした。
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③行動の統制感は，運動やスポーツ活動（週３回以上，
20分以上）を遂行することに対する確信度（「あなたは，
もし運動やスポーツ活動をするとしたら，少なくとも
週３回以上，１回につき20分以上することができます
か」），自己決定感（「あなたは，少なくとも週３回以上，
１回につき20分以上の運動やスポーツ活動をするかど
うかを自分で決めることができますか」），難易度（「あ
なたは，運動・スポーツ活動を少なくとも週３回，20
分以上することはやさしいですか」）の３項目であっ
た。各項目の回答は５段階（確信度「まったくできな
い（１点）」から「必ずできる（５点）」，自己決定感「全
く決められない（１点）」から「必ず決められる（５点）」，
難易度「非常に難しい（１点）」から「非常に易しい（５
点）」）であり，その３項目の合計得点を算出し，行動
の統制感得点とした。
④行動意図は「あなたは今後１ヵ月以内に少なくとも，
週３回以上，１回につき20分以上，運動やスポーツ活
動をしますか」という１つの設問に対して，「きっとし
ないだろう（１点）」から「きっとするだろう（５点）」
の５段階で回答を求めるものであった。
⑤運動行動には，身体活動得点を用いた。この得点は最
近１ヵ月間の運動の実施頻度（５段階）×強度（４段
階）×時間（５段階）によって算出され，得点範囲は
0－100点であり，高得点ほど身体活動が多いことを意
味している。この得点算出は，先行研究（橋本，2003，
2010）に倣い行われた。
４．調査手続きおよび倫理配慮
調査の趣旨および調査票の内容を学校長，保健体育科
の主任教員に説明した後，調査協力の許可を得た。その
後，協力校の担当教員に調査票を郵送し，調査終了後に
返送してもらった。調査票表紙には，調査がテストでは
なく，学校の成績と関係ないこと，個人の調査結果の秘
密が守られること，調査結果を研究目的以外で使用され
ないこと，が記載されており，調査票記入前に担当教員
によって，調査票の記入は強制的ではなく，途中であっ
ても辞退できること，中断しても不利益が被ることは一
切ないこと，個人が特定されないよう無記名で行なわれ
ることが説明された後，調査票への回答をもって同意取
得とみなすことで倫理的な配慮を行った。
５．統計解析
まず，動機づけ雰囲気と計画的行動理論における各変
数との関係について設定した仮説モデルはパス解析に
よって検討した。続いて，モデルにおける集団（男子お
よび女子)異質性の有無を検討するために多母集団同時
分析を行った。モデル採択の判断には，GFI（Goodness
of Fit Index)，AGFI（Adjusted Goodness of Fit Index），CFI
（Comparative Fit Index），RMSEA（Root Mean Square Error
of Approximation）の指標から検討を行なうこととし，そ
れらの基準は GFI および CFI は0.90以上，RMSEA は
0.08以下，AGFIは GFIとの差分が小さいこととした（豊
田ほか，1992；室橋，2003）。また多母集団同時分析では
上記の指標のほかに，AIC（Akaike’s Information Criterion）
も含め，複数のモデルの中で最も低い値を示したモデル
を採択することとした（豊田，2007）。上記の分析以外に
は，基本統計量（平均値，標準偏差および相関係数）の
算出ならびに t検定による各尺度得点の性差について検
討した。有意水準５％のもと，分析には統計パッケージ
の IBM SPSS Statistics 22.0ならびに IBM SPSS Amos 22.0
が使用された。
Ⅲ．結果
１．体育授業における動機づけ雰囲気と計画的行動理論
における各変数との関係（パス解析）
各調査内容の基本統計量（平均値，標準偏差および相
関係数）は，表１に示すとおりである。分析に用いたモ
デルの詳細は図２に示すとおり，体育授業における動機
づけ雰囲気の熟達雰囲気，成績雰囲気，協同雰囲気の３
目標視点，計画的行動理論の運動に対する態度，主観的
規範，行動の統制感，行動意図，運動行動をそれぞれ観
測変数とした。パスの詳細について，計画的行動理論の
各変数は Ajzen（1985）に倣い，３つの変数（運動に対す
る態度，主観的規範，行動の統制感）から行動意図への
パス，行動意図から運動行動へのパス，行動の統制感か
ら運動行動へのパスを想定した。熟達雰囲気，成績雰囲
気，協同雰囲気は計画的行動理論における５つの変数へ
のパスを想定した。
パス解析の結果，設定したモデルの適合度指標は，
GFI =.998，AGFI =.938，CFI =.999，RMSEA =.069であ
り，すべての指標において基準を満たす値が得られたこ
とからモデルの適合は採択するに十分であると判断され
た。また変数間の説明力を示す決定係数（以下 R2とす
る）は，運動に対する態度は R2=.26，主観的規範は R2=.
08，行動の統制感は R2=.13，行動意図は R2=.47，運動行
動は R2=.51を示した。続いて，観測変数間に示す単方向
のパス係数について述べる。まず運動行動に対する態
度，主観的規範，行動の統制感に対して熟達雰囲気（順
にβ=.18，β=.20，β=.14）と協同雰囲気（順にβ=.39，
β=.15，β=.25）が正の影響を示した。次に主観的規範
と行動の統制感は行動意図（順にβ=.20，β=.61）に正
の影響を示した。最終的な運動行動には行動の統制感
（β=.17）と行動意図（β=.58）が正の影響を示した。運
動行動に対する態度は行動意図に有意なパスを示さな
かった。また熟達雰囲気および協同雰囲気から行動意図
や運動行動へのパスは確認されなかった。さらに成績雰
囲気はどの変数に対しても有意なパスは確認されなかっ
た。なお，図３に示すパス上の数値はすべて標準化係数
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であり，モデル内にはパスの複雑さを避けるため有意性
が認められたパス係数のみ図示した。これらは後の図４
にも共通している。
図２ 分析に用いたモデル
行動の
統制感
図３ 動機づけ雰囲気と計画的行動理論の各変数との関係
行動の
統制感
２．多母集団同時分析によるモデルの集団比較
まず，男子と女子それぞれに算出した各調査内容の基
本統計量と得点比較の結果は表２に示すとおりである。
男子と女子の群間で t 検定を行った結果，熟達雰囲気，
主観的規範，行動の統制感，行動意図，運動行動の得点
は女子よりも男子の方が有意に高いことが示された。続
いて，パス解析によって構築されたモデルが集団間（男
子および女子）で異なるかどうかを検討するために，全
てのパス係数が男子と女子で異なると仮定したモデル
１，パス係数のみが男子と女子で等価と仮定したモデル
２，全ての変数値が男子と女子で等価であると仮定した
モデル３を想定（狩野・三浦，2002）し，多母集団同時
分析を行った。３つのモデルの適合度は表３のとおりで
ある。表３からモデル１（GFI =.998，AGFI =.927，CFI
=.999，RMSEA =.044，AIC =143.776）の適合度が最も良
好であった（図４）。
この結果から，体育授業における動機づけ雰囲気から
計画的行動理論の各変数に与える影響に関して男子と女
子での異質性を考慮することは妥当であると判断した。
続いて，そのモデル１に基づき男子および女子それぞれ
の各パス係数について述べる。男子のモデルでは，運動
行動に対する態度と主観的規範には熟達雰囲気（順にβ
=.20，β=.16）と協同雰囲気（順にβ=.38，β=.21）が正
の影響を示し，行動の統制感には協同雰囲気（β=.34）
が正の影響を示した。そして主観的規範（β=.19）と行
動の統制感（β=.56）は行動意図に正の影響を示した。
最終的な運動行動には行動意図（β=.64)が正の影響を
示した。R2の値は，運動行動に対する態度が R2=.25，主
観的規範が R2=.10，行動の統制感が R2=.15，行動意図が
R2=.41，運動行動が R2=.50であった。一方，女子のモデ
ルは協同雰囲気が行動に対する態度，主観的規範，行動
の統制感に正の影響（順にβ=.46，β=.19，β=.34）を示
した。そして主観的規範（β=.20）と行動の統制感（β
=.57）が行動意図に正の影響を示し，最終的な運動行動
には行動意図（β=.49）と行動の統制感（β=.20）が正の
影響を示した。R2の値は，運動行動に対する態度が R2=.
29，主観的規範が R2=.06，行動の統制感が R2=.15，行動
意図が R2=.45，運動行動が R2=.47であった。
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Ⅳ．考察
本研究は，高校生の日常的な運動行動を促す体育授業
の学習雰囲気の在り方について，体育授業における動機
づけ雰囲気と計画的行動理論を包括した複合モデルを設
定し，そのモデルの妥当性をパス解析と多母集団同時分
析を用いて検討した。まず，本研究で設定したモデルが
妥当であるかを確認するためにパス解析を行ったところ
適合度は基準値を満たす良好な値であり，設定した複合
モデルは妥当なものであった。続いて男子と女子のモデ
ル異質性を多母集団同時分析によって検討した。分析の
結果，適合度が最も良好な値であったモデル１（全ての
パス係数が男子と女子で異なると仮定したモデル）を採
用した。これは本研究において設定したモデルのパス係
数を男子と女子それぞれの集団間で解釈することが妥当
であることを示唆している。なお，確認された有意（傾
向）なパスは，すべて正の影響を示すものであった。
１．協同雰囲気からみた運動行動への影響
まず男子と女子の両モデルに確認された動機づけ雰囲
気の一側面である協同雰囲気と計画的行動理論の各変数
との関係について述べる。体育授業における協同雰囲気
は，計画的行動理論の心理的概念である運動行動に対す
る態度，主観的規範，行動の統制感に影響を与え，その
うち主観的規範と行動の統制感が行動意図の規定要因と
なり，その行動意図が運動行動に影響するという変数間
の連続性が示された。協同雰囲気では，お互いの助け合
いやクラス内での協力に価値が置かれ，運動ができなく
ても非難されるのではなく励ましやアドバイスの授受が
重視されているため，熟達雰囲気や成績雰囲気にある自
己基準（記録）・他者基準（勝敗）に基づく技能に対する
評価ではなく，肯定的な発言や振舞いといった生徒間の
相互作用が評価の対象となる。協同雰囲気を強く認知し
ている生徒は，体育授業内で仲間と助け合い，協力しな
がら運動やスポーツ活動に取り組み，そこで多くの励ま
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運動行動に対する態度
図４ 多母集団同時分析の結果
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しやアドバイスの授受を経験していることが予想でき
る。このような経験をさらに期待し，今後の運動やス
ポーツ活動に対してポジティブな態度（楽しいやために
なるなど）が形成されると考えられる。また，周囲の者
からは，仲間を大切にする姿や助ける姿といった人間的
成長が期待され，今後も運動やスポーツ活動を継続して
いきたいという思いをもつことが示唆される。さらに，
体育授業で直面する課題や問題の解決法を仲間と考え，
意見し合うことで自主性が身につき，今後の運動やス
ポーツ活動への遂行可能性を高めるのではないかと考え
られる。そして，それら運動やスポーツ活動に対する周
囲からの思いや遂行可能性が原動力となり，実際の運動
行動が活発化していくのではないかと推察される。な
お，女子のモデルにおいては，行動の統制感から運動行
動への有意なパス係数も認められており，協同雰囲気を
通して運動することが自分にとって簡単だと思えれば即
座に運動する可能性があることが示唆された。
２．成績雰囲気からみた運動行動への影響
続いて，成績雰囲気が計画的行動理論のどの変数とも
有意なパスを示さなかったことについて考察する。他者
との競争や比較を通しての達成が重視される成績雰囲気
の授業では，生徒の意識が勝敗や順位づけによる相対的
な評価に向くことから，授業内で得られる成果が最も重
要になり，それが確認できない授業外での運動・スポー
ツ活動に価値が見出せなくなるため，運動行動の促進要
因にならなかったのではないかと考えられる。ただし，
体育授業における動機づけ雰囲気研究では，児童・生徒
に育ませたい教育内容（好意的態度や規範行動など）に
よっては，成績雰囲気の有効性を支持する知見（中須賀
ほか，2014）や反対に支持しない知見（Moreno et al., 2011）
が確認されているため，成績雰囲気の教育的効果に関し
ては今後も慎重に検討していくことが必要になると思わ
れる。
３．熟達雰囲気からみた運動行動への影響
次に，熟達雰囲気と計画的行動理論の各変数との関係
について述べる。男子のモデルでは，熟達雰囲気から運
動行動に対する態度と主観的規範への正のパス係数を確
認することができたが，女子のモデルでは確認されな
かった。これは，協同雰囲気のほかに熟達雰囲気の体育
授業によっても日常的な運動行動を活性化させる可能性
があることを意味している。熟達雰囲気の授業では，自
己の技能を向上させるための練習過程や努力を重視して
おり，学習の評価は授業内に留まるのではなく，授業外
での活動も評価の一部に含まれる。そのような努力や練
習への取り組みは，日々の運動やスポーツ活動を苦痛な
ものではなく，嬉しさや楽しさを喚起させていくのでは
ないかと推察される。また，そのような努力する姿勢や
練習に打ち込む姿勢を周囲の人は，維持させたくなり，
運動やスポーツに取り組んでいてほしいと強く期待する
ようになるのではないかと考える。このように男子に
は，技能に対する評価を一部取り入れた学習雰囲気づく
りが必要になることが示唆された。一方，女子は，自己
もしくは他者を基準にした技能評価が主体の学習ではな
く，仲間との協同学習に焦点を当てることが日常的な運
動行動の促進に有効的なことが考えられる。これには，
男子よりも女子の方が体育授業の楽しさが集団活動や応
援によって喚起されること（徳永・橋本，1980）や体育
の学習をグループや仲間と進めたいという親和性が高い
こと（伊藤・藤田，2006）など授業内での仲間の存在を
強く意識する傾向があり，その親和性を求めて日常的な
運動行動に取り組もうとするのではないかと推察され
る。
４．男子と女子におけるパス係数の異質・等質性
最後に，男子と女子のモデル内で確認されたパスの等
質性・異質性を踏まえて日常的な運動行動と授業実践を
結びつけるための手立てについて述べる。まず，男子，
女子ともに協同雰囲気の体育授業が日常的な運動行動を
促すことを示した。このような協同雰囲気をつくるため
には，グループや班を中心に仲間同士で課題を解決して
いく機会を設けることや生徒間に努力に対する賞賛や激
励などポジティブな声かけを促すことを重視した授業を
展開していくことが必要である。また，男子に関しては，
より運動行動を促進させるために協同雰囲気と併せて熟
達雰囲気も重要になることが確認されている。この熟達
雰囲気の授業をつくるためには，生徒に個々の能力に応
じた現実的な課題や目標を設定させ，挑戦心を煽るよう
な多様かつ自己確認できる課題を準備し，そして成果の
善し悪しではなく技能習得に費やした努力や頑張りを賞
賛していくことが必要である。このような協同・熟達と
いった雰囲気を強調した体育学習が実践されることに
よって，「対話的な学び」や「主体的な学び」が充実し，
その過程を通して生徒の運動行動の維持・継続といった
運動習慣の定着化を促すことができるのではないかと考
えられる。延いては，高等学校学習指導要領の方向性と
しても示されている生涯にわたる豊かなスポーツライフ
の実現可能性をより高めるのではないかと推察される。
Ⅴ．まとめと今後の課題
本研究では，体育授業における動機づけ雰囲気と日常
的な運動行動を予測する計画的行動理論との関係を検討
し，男子・女子ともに協同雰囲気を強調する体育授業が，
生徒の心理的概念を高め，そして行動意図を強まること
で，日常的な運動行動を促進するというプロセスを明ら
かにした。また男子に限っては，熟達雰囲気を強調する
ことも日常的な運動行動を促進するのに有効的な学習雰
囲気であることが確認された。運動行動を促進するため
38 39
高校体育における動機づけ雰囲気の認知と日常の運動行動との関係
には，男子・女子ともに生徒間の協同を重視した学習雰
囲気を基盤にした授業設計が有効であり，また男子では
技能の熟達を重視した学習雰囲気を併せて取り入れるこ
とによって，より効果的になることが示唆された。以上
のことから，運動行動を促進するには，クラスメイト間
の協力や助け合いを伝える協同雰囲気が重要になると言
えるだろう。そして，このような知見は，日常的な運動
行動が習慣化された運動実践者の育成し，豊かなスポー
ツライフを実現することを目標に掲げている高校体育の
指導法や授業設計といった教育現場に寄与することがで
きる一つの資料になるだろう。
ただし，本研究を通して，いくつかの検討課題も残さ
れた。例えば，これは調査研究によって確認することが
できた知見であり，今後，さらに研究を発展するには運
動行動を促進する本モデルの有効性を実証していくこと
が求められる。そのためには，実際に体育授業への介入
を行い，数クラスに着目しながら実践的に検討していく
ことや縦断的に調査を行い，変数間の因果関係を検討す
ることなどが課題として考えられる。そうすることによ
り，種目や学期などに適した授業雰囲気の有り様や指導
方法，年間の授業設計に必要な情報を豊富に集めること
ができ，日常的な運動行動へのスムーズな移行をより実
践的に解明していくことができるのではないかと考え
る。また，本研究では，体育の授業雰囲気づくりという
視点から運動行動を予測するモデルを示したが，体育授
業を通じて，スポーツ（運動）科学の知識を身につけた
ことが運動行動に結びついたという視点では検討できて
いない。今後は，そういったスポーツ（運動）に対する
知識の獲得が将来の運動行動にどのような影響を及ぼす
のかについても検討を進めていく必要があるだろう。
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